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目
的

地域のあらゆる主体を結びつける仕組みとなることで資源の循環を通じて社会課題の
解決・改善及び地域の価値創造の取り組みのための基盤充実を図ります。
また、その営みを通じて、誰もが社会課題の解決・改善及び地域の価値創造に関わる
ことができ、地域のあらゆる主体が公益を担いあいながら、当事者の意識と存在を大
切にした安心で持続可能な地域社会の形成に寄与することを目的としています。

し
く
み

地域のなかで資金をはじめとした人・物・情報などの資源を循環させる仕組みにな
ることで、だれもがやりたいことを実現できる持続可能な雲南を作り、地域で支え
合います。

事
業

事業指定助成事業（地域密着型クラウドファンディング）

課題共有会議事業

基金の設置運営事業

その他当財団の目的を達成するために必要な事業
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ご挨拶

平素から「うんなんコミニュティ財団」の活動に
温かいご支援を賜りありがとうございます。
2023年度は弊財団の目的である「多様化・複雑化し
ていく社会課題に対して、その解決・改善を図る
ために活動するあらゆる主体を結びつける仕組み
となることで、誰もが社会課題の解決・改善及び
地域の価値創造に関わることができる状態」の実
現を目指した、みんなでカンパ事業・基金の設置
運営事業・課題共有会議事業など様々な事業が、
皆様の温かい支援により拡大遂行できました。

これからも、社会の狭間の課題を拾い、呟きに耳
を傾ける「支え合い、市民が作る市民のための財
団」として未来に向かって共に歩み続ける「うん
なんコミニュティ財団」をよろしくお願い致しま
す。

うんなんコミュニティ財団

目次

コミュニティ財団は、地域の小さな声を大切にし、地域に根ざした資源循環を行うことで、地域の
力を引き出す諸課題解決・価値創造の仕組みです。弊財団は2020年4月に642人の志金300万円をも
とに設立し、地域の将来を左右するような大きな課題からより日常的で身近な小さな課題まで、市
民同士で支え合いながら市民の自らの手で自在に解決していける未来を目指して活動しています。

02 役員・事務局の「こんな雲南にしたい！」

03 ご挨拶・目次

公益財団法人
うんなんコミュニティ財団

郷原 剛志代表理事

13 調査研究事業

14 会計報告

15 寄付募集

こんな　　　にしたいこんな　　　にしたい

出かけるのが楽しみで
ワクワクする雲南市

役員・
事務局の 雲南雲南

上田航平 小林直子 杉原雅也 中澤ちひろ

足立尚吾 濱田達雄 石原尚実 木村和子

平井千夏 マラー詩乃 村田明日香 守岡利栄

理事 理事 理事 理事

監事 監事 事務局 事務局

事務局 事務局 事務局 事務局

誰かの頑張りを、励まし
伴走し見守る。色んな形の

応援で溢れる市に！

互いを想い合って、みんな
が幸せを感じられるような

雲南に！

一人ひとりの意見が尊重さ
れ、みんなの声がしっかり
と聞き入れてもらえる街

いろんな分野でいろんな人が
繋がって、アイディアを共有
したり、協力し合える雲南市

にしていきたいです！

魅力あふれ、誰もがこの地
域に住み暮らしてよかった

と思える雲南

学びが広がり、
みんなで支え合う雲南市を

つくろう！

想いや資源がつながり
循環する雲南

大切にしたいものを
大切にできる雲南。

困ったら
コミュ財あるじゃん！って
頼れる存在がある雲南市

すてきな人たくさん！
おいしいものたくさん！

な雲南に。

日常の暮らしに選択肢と
余白が点在する雲南市

02 09 2021年度休眠預金等活用事業

（クラウドファンディング）04 みんなでカンパ

2023年度　役職員
評議員：影山喜文・三瓶裕美・杉原昭見・高岡裕司・森山史朗
理　事：石原尚実・上田航平・郷原剛志(代表理事)・小林直子・杉原雅也・中澤ちひろ
監　事：足立尚吾・濱田達雄
事務局：石原尚実(事務局長)・木村和子・平井千夏・マラー詩乃・村田明日香・守岡利栄

（五十音順）



クラウドファンディング実施者
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・
・継続的な賑わいの創出による駅前地区の活性化

0504

・会場設営・ステージイベントボランティア：40名参加
・経済効果（総売上）：2,138,000円*²

寄付者 74 寄付総額名 円395,000

目的 活動の成果

今後の予定

・2024年度は木次線まつり、きすきマルシェと同時開催
・今年度のイベント結果を踏まえ、今後の賑わい市の在
　り方について検討

きすき駅前秋の賑わい市実行委員会

きすきの駅前を元気にした
い！

「きすき駅前秋の賑わい市」の開催

助成後の活動・結果

弊財団の出展ブースで出会った大学生が三刀屋文化体育館
アスパルで開催された「わくわく教室フェスタ」のボラン
ティアとして参加してくれました！

素敵なエピソード素敵なエピソード

・
　来場者：2,552名
「きすき駅前秋の賑わい市」の開催

*² 出店者アンケートによる回答より算出
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・読者から、ご自分の先祖とのつながりをお話しいただいた
・数十年来の縁がよみがえり、語らいあうことで取材対象
　である堀江洋伸さんの健康意識が向上

・読者の反応に応じてシンポジウム等を計画

寄付者 109 寄付総額名 円934,000

目的

・戦後の雲南三郡に生きた方々が過去の出来事や自身のこ
　とを振り返り、語り合うきっかけになる
・若者やUIターン者が雲南の歴史や自分自身を知ることで、
　愛着やその時代を生きてきた方々へ感謝の気持ちを持つ

活動の成果

助成後の活動・結果

・
・
・パネル展示会の開催：2回（各1か月間）
・地域おせっかい会議にてプレゼン発表：2回
・寄付の返礼品として74冊配布
・雲南市に100冊寄贈
・ほか県内外図書館等へ寄贈

今後の予定

 石照の庭 堀江洋伸とその
時 代  を あ な た の 力 で 刊 行
させて！

「
」

」「石照の庭  (仮)出版プロジェクト

「石照の庭  堀江洋伸とその時代」の執筆・印刷(700冊)・出版
「振り返ってみようあの頃の雲南」開催：参加者約80人

・ピーク時は中学生以下の子供世代が全体の47%*¹を占める
*¹ 中活協による交通量調査

いきいきとお話しいただきました！

コミュ財

・堀江研次さんにインタビュー

・座談会「ふりかえってみよう あのころの雲南」
　に一緒に出席させていただきました！

目指す状態

2,114,557

1,877,000

211,668

1,986,669

264

プロジェクトの実現には、想いのある 　　　と 　　の両方が必要です。
「みんなでカンパ」は、誰もが地域の中でチャレンジができる・応援できる仕組みとして、起案さ
れたプロジェクトに対して支援者がお金を寄付する地域密着型のクラウドファンディングです。

地域の活動に寄付したい方も、地域のための活動の資金を集めたい方も、ぜひご相談ください！
寄付募集のご希望の有無に関わらず、どんなことでも相談可能です！
同じテーマで活動されている団体さんのご紹介、助成金のご紹介等もさせていただきます。

あなたの「これをやってみたい！」を応援します！

実行者実行者 資金資金

みんなでカンパ
地域密着型クラウドファンディング

事業指定助成事業

市民のプランを発表し仲間や資金を集める場の企画運営、プランに関する相談支援、クラウド
ファンディングのサポートなど

※2023年4月1日から2024年3月31日まで

プラン共有発表会を通じて地域の主体が繋がっている

諸資源（人・もの・資金・情報）が循環する基盤が構築されている

プラン共有発表会後、繋がった人どうしで応援し合うことができている

事業の結果

クラウドファンディング
実施件数

3 3 5
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2020 2021 20232022

1,252,122

826,784

2,310,713

836,727

寄付者

87

235

361

244

124

50

133

寄付金額

2020年度

2021年度

2022年度

2023年度

1,000,000 2,000,000 3,000,000 4,000,000 (円)

100 200 300 400 600500 (人)

雲南市内 雲南市外

みんなでカンパについて詳しくは右のQRコードから

2020年度

2021年度

2022年度

2023年度

※ガバメントクラウドファンディングを除く



クラウドファンディング実施者

29,250

04 06
・日常の中で感じている疑問や幸せを話せる場の企画

0706

事業指定助成事業

・参加者からのコメント
　「聴くだけでは理解できないことが体験を通して理解できた。」
　「安心感不安定感について、考えてみるいい機会になりました。
　　紛争は身近なことからつながっていると気づきました。」

寄付者 10 寄付総額名 円

目的

・
・永井博士の故郷飯石地区での開催により、  雲南市から考
　える平和の機運醸成のひとつの機会創出

     紛争   や   平和   について身近に考えられる機会の提供」 」「「

活動の成果

助成後の活動・結果 今後の予定

えす・ぴーす

永井隆博士のふるさと三刀屋町
飯石地区で「平和」を考える
ワークショップを開催したい！

・近隣店舗への来客につながる
・木次線利用者：往復1名、片道1名（把握した範囲）

寄付者 53 寄付総額名 円269,727

目的

・ドキュメント映画の上映会を通じた新しい出会いやコミュ
　ニティの創出
・地域を守り育てる力を意識し、具体的な行動を起こす一歩
　に繋げる

活動の成果

助成後の活動・結果 今後の予定

・毎月23日の映画上映会の開催
・木次商店街周辺での買い物の呼びかけ活動

フクミミ

映画館のない雲南市で地域
や世界の課題と向き合う映
画を毎月自主上映！

・映画上映会の開催
　2023年度(3月のみ)：上映会1回（1作品）32名参加
　ドキュメンタリー映画【鉛筆と銃】の長倉洋海産をお招きし交流

　2024年度：上映会6回（10作品）86名参加
　※2024年9月24日時点

・    平和   を考えるワークショップ   の開催：参加者15名
　　講師：田川志織氏「紛争は何故起きるのか」
　　ゲームで紛争開始や紛争解決を体験

・地域おせっかい会議でのプレゼン発表

「『 』

参加者さんから「自分の地元でワークショップを開催しようかな」
というお声がありました！

素敵なエピソード素敵なエピソード
・地元商店街との連携による木次商店街散策マップ
 「木次ぶらぶら友達のWA！」の作成・配布
・5月上映会：コンポスタンドとコラボ
・9月上映会：「大切な種子を守る会」によるシェアシードも実施

波
及
効
果

05
寄付者 55 寄付総額名 円296,500

・クラウドファンディング実施による、雲子ちゃんの
　認知度向上
・弊財団での寄付募集終了後、継続的な寄付募集によ
　り約3万円集まる

目的 活動の成果

助成後の活動・結果

・雲子ちゃんのPRを通して雲南市の魅力を発信
・雲南市役所うんなん暮らし推進課と連携し、
　県外のイベントへ参加
・SNSでの情報発信

今後の予定

・既存の雲子ちゃんグッズ販売や独自の寄付募集による着
　ぐるみ作製費の確保
・既存グッズの活用による雲南市のPR
・予算内でできる部分を作成

 雲 南 市 非 公 式 キ ャ ラ ク タ
ー雲子ちゃんの着ぐるみを
作 り 、 雲 南 市 の PR に 活 用
したい！

雲南市市民活動団体雲子ちゃんの会

  「雲子ちゃん   着ぐるみとの交流を通じて雲南市の観光客・　
　移住者の増加

」

・雲南市非公式キャラクター   雲子ちゃん   着ぐるみの　
　作製により、雲南市の更なるPR強化
・

「 」

655,000
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・整備作業の完了
・貸し出しプランの整備
・イベントスペースとしての活用促進
・勉強会開催
・空き家のリノベーション相談受付

寄付者 64 寄付総額名 円

目的

・
・小規模の改修モデルを作り、誰もが気軽*に空き家を運用
　できる地域にする
*気軽：仕事の合間にできる・低予算でできる・少額の利益確保ができる

活動の成果

助成後の活動・結果

・土間部分のリノベーション完成
 （ DIYと委託工事にを併せることにより費用削減 ）
・DIY方法等の発信（Instagram）

今後の予定

dustbox

木 次 駅 前 商 店 街 地 域 に お
け る 空 き 家 活 用 の モ デ ル
づくり

「木次駅前商店街」の空き家を活用し、地域を元気にする

今後の活動は
ORコードから↓

・チャレンジショップを活用した事業者数：6
　①2R1C　②そんさんひょん　③dustbox　④Three Trio
　⑤SCENT coffee stand　⑥UNNAN GAME’S

・内4団体で計205,190円の売り上げ
・内⑤は活用後に出店範囲拡大

dustboxさんの
Instagram



＊用語解説＊
・資金分配団体：休眠預金等に係る資金を原資として、実行団体に対し助成等を行う団体
・実行団体：民間公益活動を行う団体
・直接対象者：事業で対象とする人
・結果：活動をしたことで直接生じた結果
・成果：結果により生じた直接対象者や地域の変化や状態、学び、その他効果

担
当
か
ら
の

コ
メ
ン
ト

担
当
か
ら
の

コ
メ
ン
ト

クラウドファンディング実施者

10
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寄付者 4 名 25,000寄付総額 円

目的

助成後の活動・結果

寄付者 8 名

目的

助成後の活動・結果
08

寄付総額 円66,000

「私達(40～50代)の下の世代は、烏帽子

かけやギフ蝶の存在を知らない人のほう

が多いと思います。啓発し続けることに

意味があると思います。」

休眠預金等活用事業

公益財団法人
東近江三方よし基金

公益財団法人
うんなんコミュニティ財団

公益財団法人
南砺幸せ未来基金

　東近江・南砺・雲南コンソーシアム　

3市域のコミュニティ財団で構成し、地域的課題を豊かで特色のある地域資源を活かしながら解決を目指す多様な主体、
その取り組みに対して市民自らが支える仕組みを構築することを通じて「未来資本」を創出し、地域の活性化及び循環
共生型の社会づくりを全国に発信することを目的としています。

　　プログラミング技術を競うコンテスト
　　子どもたちが制作したコンテンツの展示
　　プログラミング体験
　　ものづくりワークショップ
　　VR・AR体験

・ワークショップ・体験会：参加者80名 コンソーシアムでの取り組み

目指すこと

誰もが他人のことを自分ごとに思い、地域で安心して暮らせる持続可能な全世代型地域共生社会の実現

・カタクリ開花の案内看板設置
・ ギフチョウの保護活動と勉強会   の開催「

雲南INakaBOUND（權 智賢）

雲南ライフのコンテンツを作り出し、
雲南の良さを世の中に発信したい！

2023年度末のプロジェクトのため、活動・成果については次年度報告いたします。

0908 （スタッフ 平井）08

事業指定助成事業 基金の設置運営事業

2021年度通常枠草の根活動支援助成

　「民間公益活動を促進するための休眠預金等に係る資金の活用に関する法律」に基づき、休眠預金等を社会課題

の解決や民間公益活動の促進のために活用する制度が2019年度から始まりました。

　弊財団は南砺幸せ未来基金、東近江三方よし基金とコンソーシアムを組み資金分配団体（*）として採択いただ

き、テーマ「社会的困難者を支える ローカルアクション」について、2022年4月から市内4事業に助成をさせていた

だいています。また、コンソーシアム内では各団体の学び合いや事業を通じた知の構造化にも取り組んでいます。

一般社団法人エンター

格差なく、子どもたちの可能性
を発見するデジタルラボ

2023年度末のプロジェクトのため、活動・成果については次年度報告いたします。

07
下熊谷地域遺産を守る会

希少生物ギフチョウが生息する
自然豊かな烏帽子掛けハイキン
グ道を次世代へ受け継ぎたい ! 

一般社団法人エンター

うんなんプログラミングFes.
2023を開催したい！

・山林の整備による山の機能・生態系の維持および重要性
　の理解向上
・地域間交流や世代間交流による人とのつながりの増加
・ハイキング道整備の担い手との協力

今後の予定
・希少生物ギフチョウの保護活動
・ミヤコアオイの育成場所調査
・散策道の草刈り交流会の実施

2023年度も市内外から多数の皆様にご寄付・応援の声をいただき本当にありがとうございました。

活動終了後も、活動の合間に事務所を覗かれたり、時には実施事業の相談に乗っていただいたり、地域の会の中で弊財
団のお名前を挙げてくださったりと、ゆるやかな繋がりを2年、3年と構築いただけることも大変嬉しく思います。

また、本申請まで実現しなかったものの、「クラファンを検討しています」と相談に訪問いただく件数も増え、「課題
を解決したい！⇒クラファンだ」とチャレンジしやすい土壌が雲南の地で芽生えつつあることも嬉しく思います。

一方で、チャレンジいただく申請者の皆様が多数の活動を兼任されており、時間の不足から十分な
寄付目標額に至らなかったケースもございました。

今後も「雲南の町で実現したいことがある」叶える手段の選択肢の一つにみんなでカンパが
あり続けられるよう、事務局としてやるべくことに着手致します。

・子どもたちのプログラミングスキルやデジタル技術の
　実行する力の見える化
・デジタル技術に触れるきっかけの場、および身につけ
　た技術を発揮する機会の創出

・ うんなんプログラミング　　    　 の開催：約450名来場」

」

「 Fes.2023

ギフチョウの保護活動と勉強会
参加者からのお声

ギフチョウの保護活動と勉強会
参加者からのお声

「「 」」

地域の歴史や文化、人口規模、取り組みが盛んな分野など、日本全国の地域で様々な特色がありますが、当事業で

コンソーシアムを組んだ3つのコミュニティ財団がある地域には、以下の3つの共通点を持っています。 

（1）人口減少や少子高齢化が進行しているローカルシティである

（2）小規模多機能自治組織の取り組みが活発である

（3）コミュニティ財団と連携する民間公益活動を応援する中間支

         援組織がある

これらの共通点がある中で、各地域の歴史や文化、現状と課題、

取り組み、大切にしてきた視点などを学び合い、深めていく機会

を作りました。それにより、雲南で足りていないことや潜在的な

課題に気づくことができたり、それらに対して「雲南においては

誰とどのようにして、足りない部分に取り組んでいけるだろう

か」等を考え実際に取り組む際のヒントを得ることで、より良い

試行錯誤ができています。

◀　視察
南砺市、東近江市で各実

行団体の現場等を見せて

いただきました

▲　雲南での勉強会の様子（2024年2月）
東近江圏域働き・暮らし応援センター「Tekito-」のセンタ

ー長、Team Norishiroの理事野々村光子さんをお招きし開

催。その後、雲南市内で活動する有志メンバーが集まり、

「働く」を切り口に地域で生きにくさを感じている人たち

を応援する仕組みをつくろう、と作戦会議や情報共有等を

しています。

コンソーシアム報告書
（2020～2022年度）



事業の直接対象者

助成額

01

地域の関係者との関係構築
会員制度の構築など

交流体験型施設「食の杜」の古民家を基点に、雲南独自のモンテッソーリ教育に基づいた自然体験活動
等の提供
地域関係者との多世代交流イベントなどの開催

事業の直接対象者

事業概要 事業概要

波及効果など 波及効果など

※一部抜粋

窓口を設置し、困難を抱える大学生の声を受け取ること
ができている

〇　窓口から地域に送り出された大学生の数

〇　窓口に来た大学生の数

〇　窓口を設置

133 名

94 名

〇　参加した大学生の数

〇　設計した実践機会の数

大学生が地域社会で社会的・職業的自立のトライアル期間と
して実践型プログラムに参加し、課題や目標設定に向かって
取り組めるプログラムの運営

6 件

14 名

〇　地域社会で活躍する自分自身のイメー
　　ジを言語化できた大学生の数

大学生が地域住民や課題と触れることで自分自身の役割を
見出し、社会的・職業的自立を可能とする原体験ができる

〇　地域社会で活動するハードルが下がっ
　　た大学生の数

39 名

25 名

大学生が、地域社会で活躍する上でロールモデルにしたい
地域住民がいる

〇　地域住民と触れることで広がった視野
色んな人同士が繋がって仕事をしているのがすごくわかったし、
みんな情熱を持って仕事をしていることを知り、すごく刺激をも
らった。

‐

〇　情報共有実施の回数

〇　話し合い実施の回数

直連携事業者と、直接対象世帯の紹介がなされる関係を
築いている

0 実績値 24初期値 団体名

0 実績値 24初期値 団体名

11 名

0 実績値 34初期値 名名

0 実績値 133初期値 回名

0 実績値 30初期値 回名

0 実績値 9初期値 回名

〇　会員数

〇　預かりサービス実施回数/利用者数

利用者が地域まるごと子育て縁のネットワークに繋がっ
ている

〇　交流イベント実施回数/利用者数

〇　体験サービス実施回数/利用者数

11 名

50 名

76 名

/

/

/

〇　手助けをしてくれる地域住民の数

地域まるごと子育て縁のネットワークが、有事に頼りあえる
共助ネットワークになっており、いつでも直接対象者を受け
入れる体制が整っている状態

内約60％が60歳以上の高齢者
0 事業実施後 43初期値 名名

〇住民が大学生を求める声・住民が大学生に影響を受けた声

企業や地域自主組織が、質の高いトライアルの機会とし
て、大学生との関わりを求める

若い人が来て職場及び地域に活気が出たということが目に見えて分
かった。

‐

自分も周囲も学生と一緒に仕事をすることで、一定の意識変容、行
動変容がもたらされた。

‐

組織内でのコミュニケーションが円滑になったことが大きいと思う
し、そのきっかけを与えたのは学生の力。

‐
〇　営業数

〇　受注数
13 団体

5 団体

実践型インターンシップを実施する受注先候補の開拓

〇　直接対象者の安心安全や、居心地の良さにつながるエピ
　　ソードが一人にひとつ以上ある

直接対象者が活動を通じて子育ての仲間が増えたと感じる

相談できる子育て世代がいなかったが、子育て縁と関わることで同
年齢のお子さんを持つ保護者と知り合い、子どもの成長について話
したり、日々の悩みが気軽に話せるようになった。

‐

そこで同年代のお子さんを持たれるお母さんと知り合い、地域の同
世代とのつながりを作ることができた。このつながりによって、子
育て支援センターなどの支援プログラムも積極的に利用できるよう
になった。

‐

助 成 額 13,951,669 円

事業期間 2022年4月～2024年3月

こどもが親以外の大人を信頼し、自ら自発的に話しかけにいくようになりました。
例えば、拾った木の実について「食べられるかAさんに聞きに行こう!」と考え行動したり、花壇に植えられている花について「花の
名前を聞きにいきたい!」となるなど、身近な大人を「友だち」と捉え、積極的に話しかけにいけるようになりました。

素敵なエピソード素敵なエピソード

0 事業実施後 9初期値 団体名

〇　直接対象者及び子育ての悩みを抱え、孤立しがちな世帯の
　　紹介があった団体数

活動地域において子育て縁の存在や活動内容について認知
され、直接対象者の紹介がなされる状態

助 成 額

2022年4月～2024年3月

相談後も継続連絡やロールモデルとの接点創出を行い不安解消の機会を作り続けた他、地域でも継続した情
報提供を行うことで双方が自主的かつ能動的に関係を拡げ、地域内に居場所を作る事が出来る基盤を創出

雲南市内在住で、近隣に血縁・地縁が乏しいために子育てのサポート
を得にくい、15歳以下の子どもがいる家族世帯

就職紹介以外の文脈を持つ相談先が乏しい現状から、孤立感に苛まされたり、将来的にライフキャリアが不安定になってしま
うリスクを抱える直接対象者の不安を整理し、実感を伴う形でキャリア観を形成していけるように以下の内容の事業を実施。

学生が気軽に相談できる窓口の設置及びキャリア相談座談会の実施を通じて直接対象者の不安を整理
地域と大学生が視点を共有し、一緒に活動・成長できる機会としてインターンシップ等の企画・運営を行
い、双方にとって学びや気付きが得られる機会を創出

学生が希望を持てるまちのキャリアセンター

直接対象者と繋がっている

〇　繋がった直接対象者の数

0 実績値 3初期値 名名

「地域まるごと子育て縁」 02
株式会社CNC 一般社団法人umi

地域全体で子どもを育て、
子どもが育つ中で大人も交流する

近隣に血縁・地縁が乏しく、子育てのサポートを得にくい家庭に対して地域交流・教育サービスを提供。中長期的で有事に頼
りあえる共助のネットワークを構築するために市内事業者と連携し、主に以下を実施。

結果結果 成果成果

※一部抜粋 ※一部抜粋

・子育て支援センター以外にも、地域自主組織（地縁組織）や、地域企業とも関係性を構築し、紹介を受けることができた。
・地域在住の高齢者をはじめとする支援者（場づくりへの参加者）を巻き込みつつ、こうした方々のウェルビーイングの向上も
　確認できた。

結果結果 成果成果

相談窓口やインターンシップ（実践プログラム）を通して、学生自身のスキルやマインド、地域社会に対しての実感を伴った認識が持
てるなど意識の変容が見受けられた。また、地域側でも学生と直接触れることで学生が抱える困難の理解が進み、積極的な関係構築や
共に地域で過ごすための課題解決を目指すなどの動きも見られた。
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自身のキャリアに不安を抱え、地域社会で学び実践したい大学生

5,474,400

事業期間

円

※キャリア：人生を通して得る経歴や経験

本事業で特徴的なのは学生との距離感と地域との信頼関係でした。前者は友人に相談するような距離感で相談を持ち掛けられる姿
が、後者は事業者さん自体が地域の一員や身内のように受け入れられ、可愛がられている姿が大変印象に残っています。いずれも長
い時間をかけ、公私の区別なく信頼関係を築かれたからこそ実施できた事業だと感じています。

支援担当者からのコメント支援担当者からのコメント

※一部抜粋

〇　雲南市に大学生が訪ねてきた数

〇　大学生が訪ねた雲南市の場所や人

〇　大学生を応援する地域住民の声

〇　大学生が連絡できる場所や人の数

大学生が相談できる場所や人をつなげる

3 箇所程度

15 名

54
10

(回答者25名)

箇所

名

一人当たり

・・・・・

・・・・・

・・・・・

・・

・・

・・

・・・・・

・・・・・

・・

・・

〇　ロールモデルとなる地域住民を
　　見つけることができた大学生の数 30 名・・



事業概要

対象者同士や専門家等の交流機会づくり、ニーズ把握

対象者の活動場所や機会の開拓、サポート

運行回数：延95回

高齢者の実態を把握する移動販売

高齢者が健康推進の担い手として活動をコーディネート

件数：4件（味噌づくりの会の講師など）

高齢者の健康や食を支える多様な人材が交流する会
会開催数：10回　参加者数60名

活動進捗

弊財団主催の出張環境講座を受け地域自主組織自主開催
キエーロコンポスト自主購入者・作成者2名

雲南市環境フォーラム （雲南市委託事業）

波及効果

2023年12月17日

ごみ資源化・減量化推進 （雲南市委託事業）

専任職員の配置、資格取得

広報やイベント時の案内、訪問支援等による周知

有償運送システムの運用、地区内移動支援の実施

体験会等のイベントの実施

利用登録者：53名

有償運送システムの運行管理マニュアル、各種管理資
料の完成

個別訪問した高齢者等の件数：40件

運転者の資格を取得している人数：9名

利用者：延497名
ちょんてごカフェ、躍動サロン、郵便局、深谷温泉、美容
院、友人宅、バス停などへの移動など

事業の直接対象者

躍動と安らぎの
里づくり鍋山

Facebook

事業期間 2022年4月～2025年2月

事業の直接対象者

助成額 7,980,000 円

あそびばキッチン
Facebook

事業期間 2022年4月～2025年2月 助成額 12,180,000円

活動進捗

事業概要

高齢者の地域における交流機会を増やす活動を地域団体や多
様な人材と協働して行う。また、地域内に潜在する生活不活
発病やその予備軍の発見を、移動販売等の機会を通じて行
う。これらの施策により、雲南市・奥出雲町の高齢者が地域
で孤立せず、生きがいや楽しみを感じながら安心して暮らせ
る地域づくりに寄与するために、主に以下を実施。

14,235kg

環境プロジェクト
調査研究事業

01 02 03

ごみゼロ推進者育成事業
ごみゼロ社会の実現のためには、地域住民一人ひとりが排出するごみをで
きるだけ減らすことが重要だと考えています。そこで、地域での取り組み
をリードする市民の「ごみゼロ先生」を育成し、地域でごみの削減活動を
継続できるような体制づくりを目指しています。

雲南市環境会議
内　容

コンポストワークショップ実施・
コンポスト作成10基に繋がる

65歳以上の移動に困っている方に対し、移動の不便さから
外出困難になる現状を変えるため、時間に縛られずに短距
離の移動もサポートできる柔軟な有償運送を提供。主に以
下を実施。

あそびばキッチンコンソーシアム

雲南市・奥出雲町（特に温泉地区と三新塔地区）の高齢者と
フレイル予防を支援する人・団体

2050年脱炭素社会の実現に向けて市民への啓発イベントを3回実施しました。

市民のみなさま一人ひとりが出来ることから始められるために、身近に取り組める「生ごみ」に注目した
削減方法やキエーロコンポストワークショップを開催しました。

雲南市脱炭素フォーラム 雲南市脱炭素フォーラム

「地域主導・地域コミュニティ参加型のエネ
   ルギーを生み出し育て ていく事例共有など

勉強会開催数 32
ワークショップ

開催数 回26
参加者数 名536

基130
延

キエーロコンポスト
作成数

※1基あたり2名(1日300g削減)で使用と仮定し算出

コ ン ポ ス ト に よ る ご み 削 減 量

/ 年

ごみゼロ先生認定数 10 名

ごみゼロ先生活動数 7 回 ※この事業は、一般社団法人ゼロ・ウェイスト・ジャパン様からご支援いただき実施させていただきました。
※ごみゼロ先生へのご依頼等は弊財団にお問い合わせいただきますとご紹介いたします！

認定者一覧認定者一覧

（弊財団スタッフ：平井千夏、マラー詩乃、村田明日香）

飯間泰子 様、小林雅和 様、多賀法華 様、錦織圭子 様、錦織真澄 様、原田弦太 様、水口稔 様
（※五十音順）
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03
躍動と安らぎの里づくり鍋山

04 生活不活発病を防ぐ食の見守りネットワーク

2023年5月28日

休眠預金等活用事業全般について

一般財団法人日本民間公益活動連携機構

（JANPIA）

休眠預金等活用事業全般について

一般財団法人日本民間公益活動連携機構

（JANPIA）

弊財団の取り組む「休眠預金等活用事

業」の詳細について

弊財団の取り組む「休眠預金等活用事

業」の詳細について

2023年7月12日

素敵なエピソード素敵なエピソード

家にこもりがちになられていた方がよりそい号を利用して地域サロンに参加され、数十年ぶりにご友人と再会されました。

そしてその後、よりそい号を利用して、再会されたご友人のお宅にお出かけをされるようになりました。

コンポスト作成数 22
参加者数 51

420SPOBYアプリ登録者
（2023年度末時点）

結果・成果

廃食油回収の実施 *¹

結果・成果

内　容

半永久的な元素レベルでのリサイクル
や、廃食油から高純度バイオディーゼ
ル燃料を生成する活動の紹介など

グループの発足 *²

内　容

結果・成果

*² 雲南でエネルギー自治を実現する会
（事務局：NPO法人おっちラボ）

（自主事業事業）

43

その他

回

脱炭素アプリ  SPOBY  の体験やキエーロ
コンポストのワークショップなど

「 」

（7月5日雲南市職員労働組合自治研部）

名

基

名

参加者数

その他

廃食油は高純度バイオディーゼル燃料に精製
して活用されます。
*1 2024年度から雲南市役所本庁、各総合セン
ター入り口付近

名
参加者数

その他

58 名

雲南でエネルギー自治について関心のある市
民が集い、勉強会の開催

65歳以上の鍋山地区住民（特に免許のない人）

支援担当者からのコメント支援担当者からのコメント
活動でつながった地域の高齢者の方が、おみその仕込み、お漬け物のふるまい、笹巻きイベント準備や笹巻作りなど、自分

の得意なことややりたいことを活かした場や活動が生まれ始めています。たくさんの高齢者さんの暮らしや声にふれ、新た

な場やつながりがうまれることを、そばで応援し続けます。 

高齢者の移動支援：走れ「よりそい号」

※一部抜粋

※一部抜粋



右QRコードよりご登録ください。

クレジットカードでのご寄付D .

貸借対照表
会計報告

ご寄付を募っています

単発寄付の方法

弊財団は皆様からのご寄付を元に運営させていただいております。市内外の資金を はじめとした資
源循環に必要な仕組みである「うんなんコミュニティ財団」運営へのご支援ご協力を何卒よろしく
お願いいたします。 
※弊財団へ寄付した場合、税額控除方式または所得控除方式で確定申告をすることで税制上の優遇
処置を受けることができます。詳しくは弊財団のホームページをご覧ください。

定期寄付の方法

現金でのご寄付

雲南市木次町木次29番地三日市ラボ内事務局までお持ちください。

以下の口座にお願い致します。
ゆうちょ銀行振替口座
・口座記号番号　０１３４０ー５ー１１１７０８
・口座名　公益財団法人うんなんコミュニティ財団

※お支払い方法はクレジットカードのみとなっています。
※決済手数料3.6％を除いた額が寄付されます。

誠に恐れ入りますが、振込等の手数料はご負担くださいますようお願い申し上げます。

下記、A～Dの方法にてご寄付をお願いいたします。

A

現金払込でのご寄付B

以下の口座にお願いいたします。
山陰合同銀行　雲南支店　普通
・口座番号　４５０２５５４
・口座名　公益財団法人うんなんコミュニティ財団

銀行振込でのご寄付C

左のQRコード（決済サイト）よりお手続きをお願いします。
※決済手数料3.6％を除いた額が寄付されます。

.
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